
ICT 活用 TIPS フラッシュカードの活用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機器 

（台数） 

スマホ タブレット ＰＣ その他 学

習

場

面 

一

斉 

個

別 

協

働 ○ ○ ○ プロジェクターまたは TV 

※接続用のケーブルやアダプタが別途必要 〇 〇  

授業実施時に必要な環境→ インターネット接続 〇 １人１台端末  

活用が想定さ

れる校種 

小 中 高 特 活用が想定される教科・科目等 全教科・科目 

〇 〇 〇 〇 活用が想定される場面 演習、自習 

 

 

 
 
機器：パソコン/タブレット/スマートフォン等 

   プロジェクター（＋スクリーン）または TV 
ソフトウェア（アプリ）：Quizlet 
 

何を使う 

 

 
【使い方】 

・フラッシュカードの作成、活用ができるウェブサイト（Quizlet）を使用し

て、一問一答形式のフラッシュカードを生徒に提示することができる。 

・生徒の端末を併せて使用することで、ゲーム形式で、一問一答や択一式クイ

ズを実施することができる。 

・作成したフラッシュカードは生徒に公開できるため、いつでも復習に取り組

むことができる。 

 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

 
○高校 全教科等 

 
 
 
 
 
 
 

 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 
○ 暗記を目的とした確認や生徒自身の復習、テストの機会が乏しい。 

【 After 】 メリット 
○ 授業においても、ゲーム感覚で取り組めるため、集中しやすい。 
○ 生徒自身がスマホ等の端末で気軽に利用できるので、復習に使うこと

ができる。 

○ シャッフル、書き取りモードもあり、テストにも使うことができる 
 


